
３
月
１
３
日(
水)

、
午

後
１
時
３
０
分
よ
り
、

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
レ

ク
ホ
ー
ル
に
て
税
制
民

主
化
協
議
会

主
催
で
３
・

１
３
重
税
反

対
江
東
区
民

集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
最

後
の
統
一
申

告
ま
で
合
わ

せ
る
と
２
０

０
人
と
な
り

ま
し
た
。

江
東
民
商
か

ら
も
約
１
０
０
人

が
参
加
し
、
お
手

製
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
た
り
、
オ

レ
ン
ジ
の
”
民
商

ジ
ャ
ン
パ
ー
”
を

着
て
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

集
会
は
江
東
区

労
働
組
合
総
連
合

の
中
村
元
事
務
局

次
長
の
「
本
集
会

を
成
功
さ
せ
、
安
倍
政

権
退
陣
さ
せ
よ
う
」
と

い
う
開
会
あ
い
さ
つ
で

幕
を
あ
け
ま
し
た
。
議

長
団
と
し
て
江
東
生
活

と
健
康
を
守
る
会
の
佐

藤
巌
会
長
と
江
東
民
商

の
正
木
常
任
理
事
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
を
東
京
土

建
江
東
支
部
の
油
屋
正

孝
税
金
経
営
対
策
部
長

が
行
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
来
賓
の
日
本
共
産

党
の
吉
良
よ
し
子
参
議

院
議
員
、
東
部
法
律
事

務
所
の
大
江
京
子
弁
護

士
、
東
部
会
計
江
戸
川

事
務
所
の
山
崎
哲
税
理

士
よ
り
「
共
闘
の
輪
を

広
げ
、
消
費
税
１
０
％

増
税
を
止
め
、
安
倍
暴

走
政
権
に
審
判
下
し
、

あ
る
べ
き
税
制
を
取
り

戻
そ
う
」
と
連
帯
を
深

め
る
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
江
東
民
商

の
赤
羽
目
事
務
局
次
長

よ
り
「
安
倍
政
権
へ
の

怒
り
は
日
に
日
に
高
ま
っ

て
い
る
。
世
論
を
広
げ
、

増
税
阻
止
、
安
倍
暴
走

政
治
を
止
め
よ
う
」
と

基
調
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

次
に
、
東
京
建
設
従

業
員
組
合
の
加
藤
澄
夫

社
保
・
税
金
対
策
部
長

は
「
増
税
Ｎ
Ｏ
の
運
動

に
全
力
尽
く
す
」
、
全

日
本
年
金
者
組
合
の
松

淵
秀
美
事
務
局
長
は

「
年
金
者
に

こ
れ
以
上
の

負
担
増
許
さ

ず
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ

よ
う
」
と
そ

れ
ぞ
れ
決
意

表
明
を
行
い

ま
し
た
。

最
後
に
新
日

本
婦
人
の
会

江
東
支
部
の

内
田
み
ど
り
常
任
委
員

が
集
会
決
議
文
を
読
み

上
げ
、
満
場
一
致
で
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
は
江
東
東
税

務
署
コ
ー
ス
と
西
税
務

署
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
デ
モ
行
進
を

し
、
「
消
費
税
１
０
％

増
税
Ｎ
Ｏ
」
「
安
倍
改

憲
Ｎ
Ｏ
」
な
ど
、
様
々

な
要
求
を
街
に
響
か
せ

ま
し
た
。
デ
モ
後
、
税

務
署
で
統
一
申
告
と
請

願
書
の
提
出
を
行
い
、

納
税
者
の
権
利
を
示
し

ま
し
た
。

▼

”

晴

れ

た

５
月
の
青
空

に
う
た
ご
え

高
く
ひ
び
か

せ
て
”
メ
ー

デ
ー
歌
で
す
。

▼
５
月
１
日
は
働
く

も
の
の
祭
典
メ
ー
デ
ー

で
す
。
労
働
者
も
私

た
ち
自
営
業
者
も
み

ん
な
集
会
に
参
加
し
、

デ
モ
行
進
を
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
歌

を
歌
っ
て
行
進
し
ま

す
。
▼
で
も
歴
史
を

振
り
返
る
と
忌
ま
わ

し
い
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
１
９
５
２
年

５
月
１
日
に
、
皇
居

前
広
場
（
人
民
広
場
）

で
デ
モ
隊
と
警
官
隊

が
激
突
し
た
際
、
鎮

圧
の
た
め
警
官
隊
が

拳
銃
を
発
砲
し
ま
し

た
。
多
く
の
人
た
ち

が
怪
我
を
し
た
た
め

「
血
の
メ
ー
デ
ー
」

と
な
り
ま
し
た
。
▼

こ
の
事
件
を
乗
り
越

え
、
今
で
も
メ
ー
デ
ー

は
人
々
の
力
で
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
▼

働
く
も
の
の
祭
典
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
続

い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
▼
最
後
に
メ
ー

デ
ー
歌
を
も
う
一
つ
。
”

聞
け
万
国
の
労
働
者

と
ど
ろ
き
わ
た
る

メ
ー
デ
ー
の

示
威

者
に
起
こ
る
足
取
り

と

未
来
を
告
ぐ
る
時

の
声
”

【
下
町
の
バ
ー
バ

記
】

く さ わ け ２０１９年５月１３日
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第 163号

発行元

江東民主商工会

発行人

豊田文男

く

さ

わ

け

集金・配達を全会員参加の運動へ
4/26(金)、午後７時より配達・集金者

交流会が18人の参加で行われました。

組織・商工新聞部の片平部長の配達・

集金活動に参加してる会員をねぎらう

あいさつで幕を開けました。

その後、豊田会長

より「本日の交流会

を成功させ、配達・

集金者を増やしましょ

う」とあいさつがあ

りました。赤羽目担

当事務局から江東民商の現状について

説明があり、庄司副部長が乾杯の音頭

をとり懇談開始となりました。美味し

い料理を楽しみつつ、参加者は「集金

活動は会員と接することができる楽し

い活動」など、意見を交流しました。

ぜひ会員の皆さんの配達・集金活動

への参加をお願いします。
南砂支部では計2回の自主

申告計算会を開催しました。

会員の皆

が集まり、

真剣な中に

も会話がは

ずみます。

「意外な支出も経費になるな

んて勉強になった」など情報

交換の場にもなります。集まっ

て話し合う活動

は民商の基本、

仲間意識も強

まります。

南砂支部 山崎陽子 記

南 砂 支 部
自 主 申 告 計 算 会

消
費
税
１
０
％
増
税
・イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
断
固
阻
止
！

憲
法
を
守
り
暮
ら
し
に
生
か
す
社
会
の
実
現
を
！

配達‣集金者交流会

納税者の権利守るため要求掲げ元気に行進

民商作成のプラカード掲げ

る吉良よし子参議院議員

デモ行進で区内に要求広げる

挨拶する片平部長

配達・集金も
仲間と共に頑
張ろうと乾杯



３
月
２
７
日(

水)
、
１
９
時

よ
り
江
東
民
商
事
務
所
２
階
に

て
、
江
東
民
商
青
年
部
第
１
２

回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
、
来
賓
含
め
て
全
１
０

人
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
小
野
淳
青
年
部
長
よ

り
「
昨
年
度
も
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
総
会
後

も
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
江
東
民
主
商
工
会

の
豊
田
文
男
会
長
よ
り
「
業
者

を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
。

そ
ん
な
中
だ
か
ら
こ
そ
青
年
の

力
で
民
商
運
動
を
盛
り
上
げ
て

ほ
し
い
。
」
と
来
賓
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
紹
介
と
寄

せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
と
方
針
案
提
案
で

は
、
こ
の
１
年
間
で
行
っ
た
様
々

な
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を

元
に
魅
力
あ
る
青
年
部
づ
く

り
の
た
め
の
方
針
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

森
山
正
巳
会
計
担
当
よ
り
会

計
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
忙
し

い
中
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
日

本
共
産
党
の
赤
羽
目
民
雄
区
議

会
議
員
よ
り
「
江
東
区
の
業
者

に
冷
た
い
区
政
を
転
換
す
る

た
め
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

方
針
や
新
役
員
も
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
、
総
会
は
生

田
幹
事
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
、

趣
味
の
話
か
ら
仕
事
の
話
、
政

治
の
話
な
ど
話
題
は
尽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
夜
遅
く
ま
で
青
年

部
員
同
士
の
交
流
を
深
め
合
い

総
会
後
の
さ
ら
な
る
奮
闘
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

く さ わ け ２０１９年５月１３日第 １６３号

婦人部便り

砂町、大島、亀戸。深川一帯は昭和の20年頃に都内

で最も多くばん馬（荷車を引かせる馬）が集中してい

ました。

当時は3千頭余りいましたが、昭和20年3月10日夜の

東京大空襲により、下町一帯が火の海となり、その大

半が厩舎や路上で焼死しました。さらに戦時中は軍馬

として江東方面から多数徴用され大陸や南方において

数多くの馬が戦死をとげました。

昭和28年9月に愛馬の霊を弔い、そして平和の願い

を込めて、この地の運送業者が中心となり「馬頭観世

音（ばとうかんぜおん）」を建立しました。

また、昭和52年3月に大空襲後33回忌を迎えるにあ

たり、由来を記した碑を建立しました。

昭和20年3月10日は区民だけでなく、馬たちにとっ

ても悲しい日となったのです。

ぜひ皆さんも平和への願いを込めて一度参詣してみ

てください。

【田中 靖子 記】

馬頭観世音

江東区南砂1-3-21

こ う と う 名 所 め ぐ り
～馬 頭 観 世 音～

を
行
い
、
渋
谷
の
街
に
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ
ま

し
た
。

江

東

民

商

青

年

部

第
１
２
回
定
期
総
会

部長あいさつを真剣に聞く部員

楽
し
み
な
が
ら
学
び
魅
力
あ
る
青
年
部
目
指
そ
う

「連帯深めよう」と赤羽目区議

懇
親
会
は
大

盛
り
上
が
り

５
月
１
日
（
水
）
、
午
前

１
０
時
よ
り
第
９
０
回
中
央

メ
ー
デ
ー
が
代
々
木
公
園
に

て
開
催
さ
れ
、
江
東
民
商
か

ら
４
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

全
体
で
は
２
万
８
千
人
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
小
田
川
義
和
代
表

委
員
（
全
労
連
議
長
）
が
主

催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委

員
長
よ
り
、
「
共
闘
の
力
で

『
安
倍
政
治
サ
ヨ
ナ
ラ
』
の

審
判
を
下
し
、
希
望
あ
る
新

し
い
政
治
を
つ
く
ろ
う
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

各
団
体
の
代
表
よ
り
、
安

倍
改
憲
阻
止
の
た
め
に
労
働

者
含
め
全

国
民
が
力

を
合
わ
せ

よ
う
と
共

同
を
求
め

る
発
言
が

あ
り
ま
し

た
。集

会
後

は
今
年
も

デ
モ
行
進

江東民主商工会
第74回定期総会

開催日時：6月2日（日）

午後１時開会

会場：総合区民センター

6階 第２研修室

各支部で支部総会を開

き役員・代議員を定数通

り選出してください。

桜の木に見守られ馬たちの

魂が静かに眠る場所です

労
働
者
と
力
合
わ
せ
安
倍
９
条
改
憲
反
対
！

工夫を凝らした宣

伝カーと一緒に元

気にデモ行進

・江東民商婦人部 料理を

つくっておしゃべり会
6月23日(日) 10：00～

江東民商事務所２階

・東商連婦人部協議会総会

8月4日(日) 10：00～

・日本母親大会ＩＮ静岡

8月24日(土)～25日(日)

静岡県静岡市他


